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「品川区民憲章」制定四十周年を記念して
品川区民憲章は、特別区制施行三十五周年を記念して、昭和五十七(一九八二)年十月に制定されました。

　制定にあたっては、「区民に親しまれる品川区民憲章の策定を理念に」と区民から文案を募集するとともに、品川区民憲章制定委員会を組織して内容を検討し、さらに区議会の議決を経て、区民の総意として決定しました。

　憲章は、前文と五項目の本文からなり、前文では歴史と伝統に輝く品川区の位置と誇りを示し、文化の香り豊かな近代都市への発展を目指す決意をうたっており、本文の五項目は、制定の目的を達成するための区民の心構えが具体的に述べられています。

この憲章が制定されてから四十年が経過し、区民を取り巻く社会経済状況は大きく変化しています。

四十周年を機会に、憲章の原点に立ち返り、郷土愛をはぐくみ、住みよいまちづくりや区民の連帯の輪を一層広げるための「道しるべ」「心のよりどころ」として、品川区民憲章の理念を次の世代へ受け継いでいくことが重要だと考えます。
（令和四年四月）

〈本文の趣旨〉
一、　わたくしたちは、自由と平等を基本理念として、住民自治を確立し、進んで区政に参加します。
　　　　　　　　この項は、住民自治と区民参加の趣旨を規定しています。
私たちが、自由な意志と平等な立場で、積極的に区政に参加することは、住みよいまちづくりに不可欠なことです。
一、　わたくしたちは、心の触れ合いを大切にして、互いに人権を尊重し、人間性豊かな環境をつくります。

　　　　この項は、人権尊重の趣旨を規定しています。

　　　　心の触れ合いを大切に、お互いを尊重する地域社会は、人間性豊かな生き生きとした環境づくり、まちづくりが可能となります。

一、　わたくしたちは、古きよき歴史と伝統を守り、さらに生活文化を発展させ、これを後世に伝えます。

この項は、文化遺産の継承とその発展の趣旨を規定しています。

　　　　　品川区には、多くの神社、仏閣、遺跡が残され、風習や伝統が伝えられています。私たちは、歴史と文化を守り、さらに充実した生活文化を創造して、後世に伝えていく責務があります。

一、　わたくしたちは、自然を大切にして、生活との調和をはかり、健康で豊かな区民生活をめざします。
この項は、自然の保護と人間生活との調和の趣旨を規定しています。

　　　　　私たちは、自然と人間のかかわりに強い関心を持ち、日常身近な生活と自然のバランスをくずさないよう調和に心がけ、健康で豊かな生活を目指していきます。
一、　わたくしたちは、自立と連帯の精神に支えられた、思いやりと生きがいのある地域社会をつくります。

この項は、区民の連帯意識に基づく地域社会づくりの趣旨を規定しています。

　　　　　私たちは、社会人として自主独立の気概をもつと同時に社会を構成する一人として互いに協力し合うことによって、助け合いやお互いを思いやる心、連帯の精神をもって活力に満ちたまちづくりを実現させます。
